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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 54,031 11.4 7,656 △13.4 8,680 △5.2 6,606 △29.2

2021年６月期第３四半期 48,485 － 8,841 － 9,160 － 9,326 －

（注）包括利益 2022年６月期第３四半期 5,846百万円（△56.8％） 2021年６月期第３四半期 13,545百万円 （75.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第３四半期 34.86 34.52

2021年６月期第３四半期 41.90 41.75

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 113,701 89,006 77.8

2021年６月期 141,389 120,212 84.6

（参考）自己資本 2022年６月期第３四半期 88,475百万円 2021年６月期 119,671百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0.00 － 12.50 12.50

2022年６月期 － 0.00 －

2022年６月期（予想） 11.00 11.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有

１．2022年６月期第３四半期の連結業績（2021年７月１日～2022年３月31日）

（注）会計方針の変更に伴い遡及適用を行ったため、2021年６月期第３四半期の財務数値については遡及適用後の数値を

記載しております。なお、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

2022年６月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当　11円00銭

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

　当社グループを取り巻く事業環境は短期的な変化が激しく、新規アプリゲームのリリース等による大きな業績変動

が見込まれることから、業績見通しについて適正かつ合理的な数値の算出が困難であると判断し、連結業績予想の開

示を見合わせることと致しました。



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期３Ｑ 179,749,700株 2021年６月期 242,249,700株

②  期末自己株式数 2022年６月期３Ｑ 6,549,876株 2021年６月期 31,347,425株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期３Ｑ 189,498,578株 2021年６月期３Ｑ 222,607,900株

※  注記事項

　　新規　－社　、　　　除外　－社

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料８ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）自己株式数については、株式付与ＥＳＯＰ信託口 が所有する当社株式（2022年６月期第３四半期 ：

5,999,448株、2021年６月期：6,621,397株）を含めて記載しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

我が国における個人のスマートフォン保有率は前年比1.7ポイント増の69.3%（出典：総務省「令和2年通信利用動

向調査の結果」）と伸びるとともに、2020年の国内ゲームアプリの市場規模も前年比8.4%増の１兆3,164億円（出

典：株式会社角川アスキー総合研究所「ファミ通ゲーム白書 2021」）と成長しております。しかしながら、国内外

経済は新型コロナウイルス感染拡大により急速に悪化し、経済活動停滞の長期化も懸念され、予断を許さない状況と

なっております。

このような環境のもと、当社グループはインターネット・エンタメ事業、投資・インキュベーション事業の各事業

において、積極的な投資に取り組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高54,031百万円（前年同期比11.4％増）、営業利益

7,656百万円（同13.4％減）、経常利益8,680百万円（同5.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益6,606百万円

（同29.2％減）となりました。

なお、第１四半期連結会計期間より、投資・インキュベーション事業に係る収益及び費用等の処理方法に係る会計

方針の変更を行っており、遡及適用後の数値で前年同期との比較を行っております。詳細は「２．四半期連結財務諸

表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項　（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

①インターネット・エンタメ事業

主力とするゲーム領域においては、引き続きブラウザゲームのコイン消費は減少しておりますが、既存のスマート

フォン向けアプリゲーム（以下、「アプリゲーム」）の長期運営体制による収益安定化及び海外展開による収益力向

上に取り組むと同時に、新規アプリゲームの開発を進めてまいりました。メタバース領域においては、バーチャルラ

イブ配信アプリ「REALITY」の機能強化やコンテンツ拡充、グローバル展開を進め、また、広告・メディア領域にお

いては、メディア力の強化とユーザー基盤の拡大を進めてまいりました。なお、当社グループにおける新型コロナウ

イルスの影響につきましては、広告・メディア領域において一部のメディアで影響を受けましたが、ゲーム領域及び

メタバース領域への影響は限定的でした。

ゲーム領域の新規アプリゲームが貢献した結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高51,550百万円（前年

同期比20.4％増）、営業利益6,106百万円（同57.4％増）となりました。

②投資・インキュベーション事業

投資・インキュベーション事業においては、インターネット・IT領域を中心に投資するベンチャーキャピタルやス

タートアップへの投資に取り組んでまいりました。当社出資ファンドが保有株式を売却したことにより、当第３四半

期連結累計期間の業績は、売上高2,480百万円（前年同期比56.2％減）、営業利益1,549百万円（同68.8％減）となり

ました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は113,701百万円となり、前連結会計年度末に比べ27,688百万円減少致しま

した。流動資産は97,062百万円（前連結会計年度末比33,957百万円減）となりました。主な減少要因は「金銭の信

託」が16,000百万円増加した一方、「現金及び預金」が49,661百万円減少したことによるものであります。固定資産

は16,638百万円（同6,268百万円増）となりました。主な増加要因は「投資有価証券」及び「有形固定資産」がそれ

ぞれ4,030百万円、1,445百万円増加したことによるものであります。

負債につきましては24,694百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,517百万円増加致しました。流動負債は

15,391百万円（同3,764百万円増）となりました。主な増加要因は「その他」及び「未払法人税等」がそれぞれ2,548

百万円、1,402百万円増加したことによるものであります。固定負債は9,302百万円（同247百万円減）となりまし

た。主な減少要因は「その他」が247百万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては89,006百万円となり、前連結会計年度末に比べ31,206百万円減少致しました。主な減少要因

は「自己株式」が14,705百万円減少した一方、「利益剰余金」及び「資本剰余金」がそれぞれ42,869百万円、2,272

百万円減少したことによるものであります。

企業の安定性を示す自己資本比率は、当第３四半期連結会計期間末は77.8％であります。また、支払い能力を示す

流動比率は、当第３四半期連結会計期間末は630.6％となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループは、引き続きモバイルを中心にインターネットを通じコンテンツやサービスの拡充を行うと共に国内

外のユーザーの利用拡大、及び収益基盤の確立・強化に取り組んでまいります。

なお、当社グループを取り巻く事業環境は短期的な変化が激しく、新規アプリゲームのリリース等による大きな業

績変動が見込まれることから、業績見通しについて適正かつ合理的な数値の算出が困難であると判断し、連結業績予

想の開示を見合わせることと致しました。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 94,824 45,163

受取手形及び売掛金 6,997 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 8,386

未収入金 2,260 1,630

営業投資有価証券 21,951 23,723

金銭の信託 － 16,000

その他 4,999 2,175

貸倒引当金 △12 △16

流動資産合計 131,019 97,062

固定資産

有形固定資産 1,114 2,560

無形固定資産

のれん 82 20

その他 25 16

無形固定資産合計 107 36

投資その他の資産

投資有価証券 5,422 9,452

繰延税金資産 278 278

その他 3,679 4,562

貸倒引当金 △232 △252

投資その他の資産合計 9,147 14,041

固定資産合計 10,370 16,638

資産合計 141,389 113,701

負債の部

流動負債

未払法人税等 914 2,317

賞与引当金 795 489

拠点再編費用引当金 176 83

未払金 6,599 6,812

その他 3,140 5,689

流動負債合計 11,626 15,391

固定負債

社債 8,000 8,000

その他 1,549 1,302

固定負債合計 9,549 9,302

負債合計 21,176 24,694

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 4,637 2,365

利益剰余金 125,674 82,805

自己株式 △18,414 △3,708

株主資本合計 111,997 81,562

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,674 6,913

その他の包括利益累計額合計 7,674 6,913

新株予約権 492 479

非支配株主持分 48 51

純資産合計 120,212 89,006

負債純資産合計 141,389 113,701
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 48,485 54,031

売上原価 19,631 22,014

売上総利益 28,854 32,017

販売費及び一般管理費 20,013 24,360

営業利益 8,841 7,656

営業外収益

受取利息 2 10

受取配当金 35 2

為替差益 270 1,095

その他 90 10

営業外収益合計 399 1,118

営業外費用

支払利息 18 38

支払手数料 62 54

その他 0 1

営業外費用合計 80 94

経常利益 9,160 8,680

特別利益

投資有価証券売却益 1,639 9

違約金収入 － 754

その他 － 10

特別利益合計 1,639 775

特別損失

固定資産除却損 62 11

減損損失 13 36

投資有価証券評価損 40 9

拠点再編費用引当金繰入額 186 －

違約金 230 －

その他 32 －

特別損失合計 566 57

税金等調整前四半期純利益 10,233 9,397

法人税等 908 2,791

四半期純利益 9,324 6,606

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,326 6,606

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2022年３月31日)

四半期純利益 9,324 6,606

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,948 △484

為替換算調整勘定 △0 －

持分法適用会社に対する持分相当額 273 △275

その他の包括利益合計 4,221 △760

四半期包括利益 13,545 5,846

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,547 5,846

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 △0

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年12月21日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却することを決

議し、2021年12月28日付で自己株式を62,500千株消却しました。この結果、資本剰余金が2,267百万円、利益剰余金

が46,795百万円、自己株式が49,062百万円それぞれ減少しております。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の処理）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる主な変更点は

以下のとおりです。

（有料課金収入に係る収益認識）

　当社グループが運営する「GREE」で配信しているゲームや他社プラットフォームで配信している各種アプリゲ

ーム及び「REALITY」における有料課金収入に係る収益は、従来ユーザーがアプリ内専用通貨を使用し、アイテ

ムを購入した時点で収益を認識しておりましたが、ユーザーがアプリ内アイテムを購入した時点以降のアイテム

使用期間を見積り、当該見積り期間に応じて収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結

果、当第３四半期連結累計期間の損益及び利益剰余金期首残高に与える影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

については新たな表示方法により組替えを行っておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下、「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」(企業会計基準第10号　2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　なお、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。

（投資・インキュベーション事業に係る収益及び費用等の処理方法）

　当社グループは、これまで本業外の事業（営業外）として運営してきた投資・インキュベーション事業につい

て、2021年７月より取組の強化により投資規模を拡大するとともに、新たに投資・インキュベーション事業を専業

として行う事業部を設置し、第１四半期連結会計期間より本業として運営することとしました。

　この変更に伴い、投資育成目的で取得した有価証券に係る損益について、従来、受取配当金を営業外収益、売却

損益を特別損益、評価損を特別損失とする方法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より受取配当金及

び売却金額を売上高、売却した有価証券の帳簿価額及び評価損等を売上原価に計上する方法に変更しております。

また、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみな

されるもの）に係る損益について、従来、持分相当額を純額で営業外損益に計上しておりましたが、第１四半期連

結会計期間より組合ごとに利益の場合は売上高、損失の場合は売上原価に計上する方法に変更しております。さら

に、投資事業有限責任組合の運営を行う連結子会社の損益について、従来、営業外損益に計上しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より成功報酬及び管理報酬は売上高、組合運営に関する費用は販売費及び一般管理費に計

上する方法に変更しております。なお、連結貸借対照表上、従来、固定資産の「投資有価証券」に含めて計上して

おりました投資育成目的で取得した有価証券は、第１四半期連結会計期間より流動資産の「営業投資有価証券」と

して表示しております。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前年同四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の四

半期連結損益計算書は売上高が5,665百万円、売上総利益が5,385百万円、営業利益が4,961百万円それぞれ増加し

ております。また、前連結会計年度末の連結貸借対照表は固定資産の「投資有価証券」が21,951百万円減少し、流

動資産の「営業投資有価証券」が同額増加しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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